
【事務事業シート】

1

2

終期

Ｋ  P  Ｉ

福祉人材センターを通じた就職者

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 福祉・介護人材確保対策事業費 予算主管課 保健福祉課

事　業

概　要
離職率の高い福祉・介護従事者について、総合的な人材確保事業を実施する。

始期 2009

実績値 人 実績値 人

人

実績値 60 人 実績値 63 人 実績値 90 人

人 目標値 60 人 目標値 60R  4  年  度 目標値 60 人 目標値 60

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
32,797 千円

最終現計

予算額
32,837 千円

最終現計

予算額

150 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 105 ％ 達成率

千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

令和５年度、令和６年度のKPIの実績は目標値を上回っている。引き続き、現KPIの達成に向けて取り組ん

でいくこととしており、８年度予算における見直しは想定していない。

千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 32,797 千円 決算額 32,837

Ｋ  P  Ｉ

EPA及び留学生介護福祉士候補者の介護福祉士資格取得者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 外国人介護人材受入支援事業費 予算主管課 保健福祉課

事　業

概　要

外国人介護人材の受入体制を支援するため、外国人介護人材センターの設置による相談員巡回

訪問や、マッチングコーディネーター配置による中国での合同説明会を実施するとともに、介

護福祉士国家資格取得に必要な学習を提供する研修等に要する経費を補助する。

始期 2019

終期

実績値 13 人 実績値 6 人

目標値 20 人 目標値 26 人目標値 7 人 目標値 12 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
35,905 千円

最終現計

予算額
32,330 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 85.7 ％ 達成率 58.3

実績値 7 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
受入法人への制度周知により、令和5年度と比較して本補助金活用実績、受験者数ともに増加となったものの、試験自体の合

格率が低下し（R5：43.8％→R6：37.9％）、最終的な資格取得者数（合格者数）は7名に留まった。

総括

見直し方向性 維持

令和６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も受入施設を支援することで、

KPIの目標は達成すると考えられることから、本事業における介護福祉士国家資格取得に向けた支援等は８

年度予算においても維持する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15,605 千円 決算額 19,153 千円



3

4

Ｋ  P  Ｉ

貸付を受けた者のうち、貸付を機に福祉・介護の職に従事・復職した者

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

2月補

正
事　項 介護福祉士修学資金等貸付事業費 予算主管課 保健福祉課

事　業

概　要

介護福祉士養成施設入学者に対する修学資金等貸付事業の実施に要する経費を補助す

る。

始期 2015

終期

実績値 ％ 実績値 95 ％

目標値 ％ 目標値 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
39,695 千円

最終現計

予算額
97,194 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
ストック 達成率 95 ％ 達成率 90.9

実績値 90.9 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因
介護福祉士修学資金及び社会福祉士修学資金の貸付を行った養成校の生徒が、卒業後に、介護福祉士また社会福祉士以外の

進路を選択したことによるもの

総括

見直し方向性 維持

貸付事業による貸付を受けた学生が、予定通り卒業し、就職をすることで、KPIの目標値を達成する可能性

が十分にあることから、令和８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 39,017 千円 決算額 97,112 千円

Ｋ  P  Ｉ

プログラム終了後、介護事業所へ就業した人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 介護雇用プログラム推進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

介護職員を安定的に確保するため、働きながら介護分野の資格を取得できる「介護雇用

プログラム」を実施する。

始期 2015

終期

実績値 人 実績値 33 人

目標値 15 人 目標値 15 人目標値 40 人 目標値 40 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
78,683 千円

最終現計

予算額
78,698 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 82.5 ％ 達成率 82.5

実績値 33 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
R6年度は43人がプログラムに参加し、40人が介護職員初任者研修過程を終了したが、KPIの目標達成には至らなかった。参

加者の一定数が、現場で働く中で当初の介護職のイメージとの認識違いなどを理由に途中終了していることが要因と考えら

れる。

総括

見直し方向性
大幅見直し（事

業組替等）

国が財源である基金の取扱いを見直したことに伴い、R７年度からは、介護事業所の中でも特に人材確保が厳しい訪問

介護事業所に特化した事業内容に変更となる。７年度の執行にあたっては、プログラム参加者選定の段階から事業趣旨

の周知徹底に努めるとともに、定着に向けて、より成果にこだわった執行に努めることで、更なる成果の向上につなげ

る。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 76,282 千円 決算額 73,991 千円



5

6

Ｋ  P  Ｉ

介護人材研修を実施した団体の延べ数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 介護人材研修等支援事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

介護職員の育成や確保等を図るため、介護関係団体等が行う人材養成等事業に要する経

費を補助する。

始期 2015

終期

実績値 7 団体 実績値 8 団体

目標値 8 団体 目標値 8 団体目標値 8 団体 目標値 8 団体

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
16,829 千円

最終現計

予算額
17,493 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 団体

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 8 団体 実績値 団体

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPI実績は想定通りの成果であり、７年度以降も現状のニーズを踏まえるとKPIは目標達成すると

考えられるため、次年度以降も継続する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 16,016 千円 決算額 14,853 千円

Ｋ  P  Ｉ

介護助手育成者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 地域の介護人材参入・定着促進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

補助的業務を担う新たな人材の育成や、介護事業所への補助的業務従事者の介護員養成

研修受講費補助等により、介護人材の参入促進、資質向上及び離職防止を図る。

始期 2016

終期

実績値 人 実績値 174 人

目標値 252 人 目標値 292 人目標値 185 人 目標値 212 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
17,191 千円

最終現計

予算額
17,191 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
ストック 達成率 94.05 ％ 達成率 94.8

実績値 201 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
県SNSやタウン誌による広報が奏功し、目標値には及ばなかったものの、90%を超える達成率となった。目標達成に向け、

引き続き周知方法や実施時期見直しを行っていきたい。

総括

見直し方向性 維持

６年度も目標値に及ばなかったが、介護報酬加算の要件となったことによる影響か、事業実施施設数は増

加しており、KPI向上の余地はあるため、引続き早期の広報や、実施事業者への丁寧な説明、参加理由等の

アンケート調査等に努め、成果の向上につなげたうえで、８年度予算への反映を検討する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 12,440 千円 決算額 12,660 千円



7

8

Ｋ  P  Ｉ

セミナー参加者の数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 働く家族の介護力強化事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

介護離職等の防止に向けたセミナーの開催や働く家族・経営者・専門家等によるネット

ワークの構築、ICTを活用した介護情報の提供等により、介護離職防止や介護不安の軽

減を図る。

始期 2016

終期

実績値 人 実績値 638 人

目標値 1000 人 目標値 1000 人目標値 1000 人 目標値 1000 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
15,786 千円

最終現計

予算額
20,555 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 63.8 ％ 達成率 101.1

実績値 1011 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえるとKPIは目標

達成すると考えられるが、KPIは維持しつつ、より効率的な方法による研修（二次元コードの読み取りによ

る研修動画の視聴を可能とするチラシの活用等）も検討しながら、8年度予算に繋げていきたい。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15,782 千円 決算額 20,550 千円

Ｋ  P  Ｉ

介護ロボット導入の数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 介護業務支援機器導入促進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

介護従事者の身体的負担の軽減や業務の効率化を図るため、介護事業所の介護ロボット

導入に要する経費を補助するとともに、介護支援機器を活用した介護技術の向上に資す

るノーリフティングケアを普及する研修を行う。

始期 2016

終期

実績値 505 台 実績値 440 台

目標値 660 台 目標値 660 台目標値 535 台 目標値 660 台

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
86,167 千円

最終現計

予算額
220,499 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 台

ストック

/フロー
フロー 達成率 82.24 ％ 達成率 235.6

実績値 1555 台 実績値 台

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 改善

６年度予算で全ての申請に応えることができなかったことに加え、国が補助対象機器のメニューを拡充し

たこともあり、７年度以降もニーズが継続すると見込まれることから、７年度の執行方法は維持し、８年

度はＫＰＩ目標値引上げを図る。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 83,924 千円 決算額 220,415 千円
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10

Ｋ  P  Ｉ

研修受講時の代替職員派遣人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 介護職員等資質向上支援事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

介護職員等の資質向上を図るため、県内の介護サービス事業所等が現任介護職員等に研

修を受講させる際に、その代替職員を派遣する。

始期 2019

終期

実績値 25 人 実績値 30 人

目標値 40 人 目標値 40 人目標値 40 人 目標値 40 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
22,251 千円

最終現計

予算額
22,735 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 75 ％ 達成率 65

実績値 26 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
研修日数の長い研修に対する代替派遣が多かったため、派遣人数は目標未達となったが、派遣日数は目標の1,200日の84％

となる1,012日であった。

また、事業所からの申し込みは多いものの、全国的な人手不足により、派遣する職員の確保に苦慮した。

総括

見直し方向性 改善

介護職員の質の向上は喫緊の課題であり、本事業の必要性は高い。

R７年度執行に当たっては、R６年度介護報酬改定で研修参加が必要な加算も増え、事業所からの申請はま

すます増えるものと考えられるので、派遣者の確保を図るため、委託先の派遣会社に募集方法の強化や多

様化を求めていく。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 21,452 千円 決算額 20,565 千円

Ｋ  P  Ｉ

ICT機器の導入を行った事業所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 介護分野ＡＩ・ＩＣＴ導入促進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

労働環境の改善等による介護人材の確保を図るため、介護分野へのAI・ICTの技術の導

入と、業務の効率化等を支援する。

始期

終期

実績値 事業所 実績値 419 事業所

目標値 500 事業所 目標値 550 事業所目標値 400 事業所 目標値 450 事業所

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
193,151 千円

最終現計

予算額
191,410 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 事業所

ストック

/フロー
ストック 達成率 104.8 ％ 達成率 108.2

実績値 487 事業所 実績値 事業所

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

R7年度は国の要綱変更に伴い、県の要綱も変更となるが、引き続き、多くの事業所から申請等があると考

えられる。このため、多くの事業所に交付決定を行うことができ、KPIの目標達成に繋がると考えられる。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 177,380 千円 決算額 178,352 千円



11

Ｋ  P  Ｉ

生産性向上に取り組み待遇改善に繋げた事業所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初,9

月補正
事　項 介護生産性向上推進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

生産性向上の取り組みを業界へ波及させるため、相談窓口を設置し、専門家によるサ

ポートを行うほか、モデル事業所を創出して好事例を展開するなど、業務改善や効率化

等の生産性向上に取り組む事業者を支援する。

始期 2023

終期

実績値 事業所 実績値 8 事業所

目標値 106 事業所 目標値 事業所目標値 3 事業所 目標値 53 事業所

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
19,483 千円

最終現計

予算額
70,555 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 事業所

ストック

/フロー
ストック 達成率 266.67 ％ 達成率 115.1

実績値 61 事業所 実績値 事業所

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

事業好評であり、働きやすい職場環境づくりに有効であるため当面継続する方針。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15,922 千円 決算額 68,999 千円


